
も く じ

気
候
変
動
が
気
温
上
昇
だ
け
で
は
な
く
、
干
ば
つ

や
洪
水
な
ど
の
極
端
な
気
候
現
象
の
リ
ス
ク
を
増
加

さ
せ
る
こ
と
は
す
で
に
実
感
と
し
て
感
じ
ら
れ
る
レ

ベ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
影
響
を
最
も
激
烈
に
受

け
る
農
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
国
、
地
域
、

農
家
レ
ベ
ル
で
、
高
温
・
干
ば
つ
耐
性
品
種
の
開
発
、

水
管
理
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
、
作
付
け
時
期
や
作
目

の
変
更
、
農
業
共
済
や
収
入
保
険
へ
の
加
入
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
適
応
策
が
講
じ
ら

れ
て
き
た
。

一
方
で
、
干
ば
つ
適
応
策
と
し
て
最
も
効
果
的
な

手
法
の
一
つ
で
あ
る
ダ
ム
な
ど
の
貯
水
容
量
の
強
化

は
容
易
で
は
な
い
。
我
が
国
で
は
農
業
予
算
の
大
き

な
割
合
が
農
業
水
利
施
設
の
建
設
や
更
新
に
充
て
ら

れ
て
き
た
結
果
、
干
ば
つ
に
対
す
る
全
体
的
な
レ
ジ

リ
ア
ン
ス
は
多
く
の
国
に
比
べ
て
高
い
水
準
に
あ
る

一
方
で
、
そ
れ
ら
施
設
の
更
新
に
加
え
て
新
規
水
源

を
開
発
す
る
財
政
的
余
地
は
小
さ
い
。O
E
C
D（
経

済
協
力
開
発
機
構
）
で
は
、
毎
年
の
加
盟
国
の
農
業

予
算
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ

る
と
農
産
物
生
産
額
に
対
す
る
比
率
で
示
す
我
が
国

の
農
業
イ
ン
フ
ラ
予
算
額
は
、
他
国
に
比
し
て
圧
倒

的
に
大
き
い
こ
と
が
、
そ
の
こ
と
を
強
く
示
唆
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
な
か
で
、
こ
れ
ま
で
の
適
応
策
に
加

え
て
「
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
ト
ラ
イ
す
る
」
と
い

う
フ
ェ
ー
ズ
に
わ
れ
わ
れ
は
入
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
た
と
え
ば
、
既
存
の
貯
水
容
量
の
「
時
間
的
な

配
分
」
の
変
更
と
い
う
ア
イ
デ
ア
は
ど
う
だ
ろ
う
。

一
般
的
に
は
、
農
業
用
水
用
の
貯
水
池
（
ダ
ム
や
た

め
池
）
は
、
代
搔
き
か
ら
田
植
え
と
そ
の
後
の
作
付

け
初
期
に
水
位
が
下
降
し
、梅
雨
に
水
位
が
回
復
し
、

そ
の
後
の
出
穂
期
な
ど
の
用
水
が
重
要
な
時
期
に
水

位
が
再
び
低
下
す
る
が
、
空
梅
雨
の
場
合
、
こ
の
パ

タ
ー
ン
が
崩
れ
最
も
用
水
が
必
要
な
時
期
に
不
足
す

る
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
で
、
予
測
が
難
し
い
空
梅
雨

に
備
え
て
、
田
植
え
か
ら
梅
雨
の
開
始
ま
で
の
水
利

用
を
、
最
初
か
ら
干
ば
つ
時
の
よ
う
な
節
水
型
の
水

管
理
で
行
い
、
梅
雨
に
入
っ
て
利
水
ダ
ム
の
貯
水
量

が
確
認
で
き
た
段
階
で
通
常
の
水
管
理
に
戻
す
と
い

う
方
法
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
時
点
で
み
る
と

節
水
の
必
要
性
が
な
い
段
階
で
の
節
水
に
は
環
境
支

払
い
な
ど
の
財
政
手
法
に
よ
り
農
家
の
労
力
や
費
用

を
補
償
す
る
よ
う
な
強
力
な
奨
励
策
や
貯
水
池
に
依

存
す
る
農
家
全
体
の
協
調
行
動
も
必
要
と
な
る
た

め
、
実
現
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
く
そ
の
効
果
も
未
知
数

で
は
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
前
例
の
な
い
干
ば
つ

に
対
し
て
は
前
例
の
な
い
発
想
も
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
ほ
ど
の
危
機
に
我
々
は
す
で
に
直
面
し
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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町 村 週 報 昭和29年１月30日
第三種郵便物認可（ ）

初秋を彩る、寺坂棚田（埼玉県横
よこ

瀬
ぜ

町
まち

）

写真募集

表紙に掲載する写真を募集して
います。採用者には、図書カード
（３千円）を差し上げます。
写真には撮影者の住所、氏名及
び撮影場所・日時を明記して下
さい。
なお、採否は当方に一任願います。
送り先：全国町村会・広報部

写真キャプション

武甲山を背景にのどかな景色が広
がる寺坂棚田。東西 400 ｍ、南北
250ｍにわたり、全体面積約 5.2ha
のうち約４ha が水田（約 250 枚）
として利用されている。一面に広
がる黄金色の稲穂と、緋色の彼岸
花の織り成す風景の中、今年も横
瀬町の秋の風物詩「彼岸花まつり」
が９月28日（日）に開催される。

極
端
な
干
ば
つ
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か
？

荘し
ょ
う

林ば
や
し 

幹み
き

太た

郎ろ
う

総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

活

動

活�

動

活�

動

政

策

情�

報

随�

想

棚
野
会
長
が
自
由
民
主
党
総
務
部
会
関
係
合
同
会
議
に
出
席
�
�������������












⑵

棚
野
会
長
が『
い
わ
ゆ
る「
ガ
ソ
リ
ン
の
暫
定
税
率
」廃
止
に
関
す
る
緊
急
提
言
』に
つ
い
て
要
請
活
動
��
⑶

井
上
財
政
委
員
長
が
地
方
財
政
審
議
会「
自
動
車
関
係
税
制
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」ヒ
ア
リ
ン
グ
に
出
席
��
⑷

令
和
７
年
度
地
域
力
創
造
施
策
に
つ
い
て
（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

総
務
省
地
域
自
立
応
援
課　

課
長
補
佐　

藤
岡　

茉
耶
�
⑸

町
村
ご
当
地
キ
ャ
ラ
じ
ま
ん
�
�������������������������
























⑼

線
路
は
続
く
よ　

い
つ
ま
で
も
�
�����������










愛
媛
県
松
野
町
長　

坂
本　

浩
…
⑿
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2025年（令和 7年） 9月 8日　2第3332号

活　動

町 村 週 報（第三種郵便物認可）

村
井
嘉
浩
全
国
知
事
会
長（
宮
城
県
知
事
）

が
地
方
六
団
体
を
代
表
し
て
、
①
地
域
経
済

の
好
循
環
を
実
現
す
る
た
め
に
必
要
な
地
方

一
般
財
源
総
額
の
確
保
・
充
実
に
関
す
る
こ

と
、
②
人
口
減
少
対
策
及
び
地
方
創
生
の
強

力
な
推
進
に
関
す
る
こ
と
、
③
「
防
災
・
減

災
、
国
土
強
靱
化
緊
急
対
策
事
業
債
」
の
延

長
や
「
緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策
事
業
債
」

及
び
「
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
債
」
の
拡
充

延
長
等
、
防
災
・
減
災
対
策
の
推
進
と
強
靱

な
国
土
づ
く
り
に
関
す
る
こ
と
、
④
消
費
税

を
含
め
た
社
会
保
障
財
源
の
確
保
や
財
源
の

偏
在
性
が
小
さ
く
税
収
が
安
定
的
な
地
方
税

体
系
の
構
築
等
、
地
方
税
財
源
の
確
保
・
充

実
に
関
す
る
こ
と
―
等
の
要
望
内
容
を
説
明

し
た
。

ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
ガ
ソ
リ
ン
の
暫
定
税

率
」
の
廃
止
に
つ
い
て
、
地
方
へ
の
影
響
等

を
十
分
に
考
慮
し
、
地
方
の
減
収
に
対
し
て

は
代
替
と
な
る
恒
久
財
源
を
措
置
す
る
な

ど
、
安
定
的
な
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
を
前

提
に
、
責
任
あ
る
議
論
を
丁
寧
に
進
め
る
よ

う
、
要
請
し
た
。

そ
の
後
、村
上
総
務
大
臣
が
挨
拶
に
立
ち
、

「
来
年
度
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
重
点
施
策

に
沿
っ
て
事
項
要
求
も
含
め
、
概
算
要
求
を

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
政

策
を
実
行
す
る
た
め
に
し
っ
か
り
と
必
要
な

額
を
確
保
し
て
ま
い
り
た
い
。
ま
た
、
地
方

財
政
に
つ
い
て
も
、
地
方
自
治
体
が
地
方
創

生
や
物
価
高
を
踏
ま
え
た
価
格
転
嫁
な
ど
に

取
り
組
み
つ
つ
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
安
定
的

に
提
供
で
き
る
よ
う
、
骨
太
の
方
針
２
０
２
５

を
踏
ま
え
、
経
済
物
価
動
向
等
を
適
切
に
反

映
し
、
一
般
財
源
を
し
っ
か
り
と
確
保
し
て

ま
い
り
た
い
」
と
述
べ
た
。

※�

参
考
資
料
は
全
国
町
村
会
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

（https://w
w
w
.zck.or.jp/

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

▲挨拶に立つ棚野会長

▲発言する村上総務大臣

地方六団体地方六団体

棚野会長が自由民主党棚野会長が自由民主党
総務部会関係合同会議に出席総務部会関係合同会議に出席

棚
野
孝
夫
会
長
（
北
海
道
白
糠
町
長
）
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
六
団
体
の
代
表
者
は

８
月
27
日
、
自
由
民
主
党
が
開
催
し
た
総
務
部
会
関
係
合
同
会
議
に
出
席
し
た
。
会

議
で
は
、
令
和
８
年
度
総
務
部
会
関
係
予
算
概
算
要
求
お
よ
び
税
制
改
正
要
望
の
と

り
ま
と
め
に
向
け
て
要
望
が
行
わ
れ
た
。
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棚
野
会
長
が
『
い
わ
ゆ
る
「
ガ
ソ
リ
ン
の

棚
野
会
長
が
『
い
わ
ゆ
る
「
ガ
ソ
リ
ン
の

暫
定
税
率
」
廃
止
に
関
す
る
緊
急
提
言
』

暫
定
税
率
」
廃
止
に
関
す
る
緊
急
提
言
』

に
つ
い
て
要
請
活
動

に
つ
い
て
要
請
活
動

地
方
六
団
体

地
方
六
団
体

第3332号3　2025年（令和 7年） 9月 8日

活　動

町 村 週 報 （第三種郵便物認可）

▲�宮沢税制調査会長（右から４人目）に要請する棚野会長
（左から２人目）

■自由民主党 

▲�後藤税制調査会小委員長（右から４人目）に要請する棚
野会長（左から２人目）

●公明党 

▲�西田幹事長（右から４人目）、赤羽税制調査会長（右か
ら３人目）に要請する棚野会長（左から２人目）

■自由民主党 

▲�森山幹事長（右から４人目）に要請する棚野会長（左か
ら２人目）

■自由民主党 　

棚
野
孝
夫
会
長
（
北
海
道
白
糠
町
長
）
を
は
じ
め
と
す
る
地
方
六
団
体
等
の
代
表
者
は
８
月
27
日
、
自
由
民
主
党
と
公
明

党
に
対
し
、『
い
わ
ゆ
る
「
ガ
ソ
リ
ン
の
暫
定
税
率
」
廃
止
に
関
す
る
緊
急
提
言
』
に
つ
い
て
要
請
活
動
を
行
っ
た
。

　

緊
急
提
言
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
ガ
ソ
リ
ン
の
暫
定
税
率
」
の
廃
止
に
つ
い
て
、
地
方
へ
の
影
響
等
を
十
分
に
考
慮
し
、
地

方
の
税
収
に
対
し
て
は
代
替
と
な
る
恒
久
財
源
を
措
置
す
る
な
ど
、
安
定
的
な
財
源
を
確
保
す
る
こ
と
を
前
提
に
、
責
任

あ
る
議
論
を
丁
寧
に
進
め
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
※
緊
急
提
言
は
全
国
町
村
会
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
（https://w

w
w
.zck.

or.jp/

）を
ご
覧
下
さ
い
。
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2025年（令和 7年） 9月 8日　4第3332号

活　動

町 村 週 報（第三種郵便物認可）

井
上
財
政
委
員
長
は
、
毛
呂
山
町
に
お

い
て
は
歳
入
が
減
少
傾
向
に
な
る
中
、
自

動
車
関
係
の
収
入
は
町
の
貴
重
な
財
源
と

な
っ
て
い
る
と
し
た
う
え
で
、
今
後
、
社

会
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
・
老
朽
化
へ
の
対
応

や
、
防
災
・
減
災
対
策
、
国
土
強
靱
化
に

取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、
社
会
イ
ン
フ
ラ

財
源
の
確
保
は
極
め
て
重
要
で
あ
り
、
自

動
車
関
係
諸
税
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

を
行
う
場
合
に
は
、
安
定
的
な
地
方
財
源

の
確
保
を
前
提
に
、
地
方
の
生
活
の
足
と

な
っ
て
い
る
自
動
車
の
利
用
実
態
を
考
慮

す
る
こ
と
な
ど
を
求
め
た
。

ま
た
、
い
わ
ゆ
る
「
ガ
ソ
リ
ン
の
暫
定

税
率
」
の
廃
止
に
つ
い
て
、
地
方
の
減
収

に
対
し
て
代
替
と
な
る
恒
久
財
源
を
措
置

す
る
な
ど
、「
国
・
地
方
を
通
じ
た
安
定

的
な
財
源
の
確
保
を
前
提
に
責
任
あ
る
議

論
を
丁
寧
に
進
め
て
い
く
こ
と
を
強
く
求

め
て
い
る
」
と
述
べ
た
。

最
後
に
、「
財
政
基
盤
の
脆
弱
な
町
村

に
と
っ
て
、
車
体
課
税
に
係
る
税
収
は
な

く
て
は
な
ら
な
い
貴
重
な
財
源
で
あ
る
」

と
し
、
加
え
て
、
地
方
は
世
帯
当
た
り
の

自
動
車
保
有
台
数
が
多
く
、「
見
直
し
の

内
容
に
よ
っ
て
は
住
民
負
担
と
町
村
財
政

そ
れ
ぞ
れ
に
極
め
て
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
地
方
の
実
態
や

実
情
を
踏
ま
え
た
丁
寧
な
検
討
を
お
願

い
し
た
い
」
と
述
べ
、
発
言
を
締
め
く

く
っ
た
。

▲出席する井上財政委員長

地方三団体

井上財政委員長が地方財政審議会井上財政委員長が地方財政審議会
「自動車関係税制のあり方に関する検討会」「自動車関係税制のあり方に関する検討会」

ヒアリングに出席ヒアリングに出席

　

井
上
健
次
財
政
委
員
長
（
埼
玉
県
毛
呂
山
町
長
）
は
８
月
27
日
、「
第
７

回　

自
動
車
関
係
税
制
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」（
座
長　

小
西
砂
千

夫
氏
）
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
出
席
し
た
。

　

同
検
討
会
で
は
、
来
年
度
税
制
改
正
に
向
け
て
、
自
動
車
関
係
税
制
の
あ

り
方
に
つ
い
て
専
門
的
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
、
本
会
は
じ
め
地
方
三

団
体
等
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。
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12室
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１１
　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
概
況

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
概
況

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
は
、
都
市
地
域
か

ら
過
疎
地
域
等
の
条
件
不
利
地
域
に
住
民
票

を
異
動
し
、
生
活
の
拠
点
を
移
し
た
者
が
、

各
自
治
体
か
ら
の
委
嘱
を
受
け
て
、
一
定
期

間
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
や
地
場
産
品
の
開
発
・

販
売
・
Ｐ
Ｒ
等
の
地
域
お
こ
し
の
支
援
や
、

農
林
水
産
業
へ
の
従
事
、
住
民
の
生
活
支
援

な
ど
の
「
地
域
協
力
活
動
」
を
行

い
な
が
ら
、そ
の
地
域
へ
の
定
住
・

定
着
を
図
る
取
組
で
あ
る
。

平
成
21
年
度
の
制
度
創
設
時
か

ら
隊
員
数
は
大
幅
に
増
加
し
、
最

新
の
令
和
６
年
度
の
数
値
で
は
、

全
国
1
、
１
７
６
団
体
で
7
、
９

１
０
人
の
隊
員
が
活
躍
す
る
な

ど
、
各
地
域
に
お
け
る
地
方
創
生

の
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
る
。
約

６
割
が
20
～
30
歳
代
と
な
っ
て
い

る
が
、
近
年
で
は
、
50
歳
以
上
の

隊
員
が
そ
れ
ま
で
の
多
様
な
経
験

を
活
か
し
て
地
域
に
貢
献
し
た

り
、
外
国
籍
の
隊
員
が
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
施
策
で
大
き
な
役
割
を
果
た

し
た
り
す
る
な
ど
、
活
躍
す
る
隊

員
の
層
が
多
様
化
し
て
き
て
い

る
。ま

た
、
任
期
終
了
後
の
隊
員
の

約
７
割
が
同
じ
地
域
に
定
住
し
、
同
一
市
町

村
内
に
定
住
し
た
者
の
う
ち
、
約
46
％
が
起

業
、
約
34
％
が
就
業
、
約
12
％
が
就
農
す
る

な
ど
、
多
く
の
隊
員
が
退
任
後
も
地
域
経
済

の
担
い
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
（
注
１
）。

総
務
省
で
は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の

活
動
に
要
す
る
経
費
に
対
し
て
隊
員
１
人
あ

た
り
５
５
０
万
円
を
上
限
と
し
て
特
別
交
付

税
措
置
を
講
ず
る
な
ど
、
充
実
し
た
地
方
財

政
措
置
に
よ
り
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
取

組
を
推
進
す
る
自
治
体
を
支
援
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
地
方
へ
の
新
た
な
人
の
流
れ
を
創

出
し
て
い
く
た
め
、
隊
員
数
を
令
和
８
年
度

ま
で
に
一
万
人
に
す
る
目
標
を
掲
げ
て
お

り
、
取
組
を
さ
ら
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
と

し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
最
新
の

取
組
に
つ
い
て
紹
介
を
す
る
と
と
も
に
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
活
用
、
ま
た
は
活
用
を

検
討
し
て
い
る
町
村
に
お
い
て
特
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
事
項
や
、
活
用
で
き
る

事
業
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、
文
中
意
見
に
わ
た
る
部
分
は
私
見
で

あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。　

２２
　
施
策
の
最
新
動
向

　
施
策
の
最
新
動
向

⑴
応
募
者
増
加
に
向
け
た
取
組

各
自
治
体
へ
の
移
住
相
談
件
数
が
過
去
最

高
に
な
る
（
注
２
）

な
ど
、
都
市
部
人
材
の
地

方
移
住
へ
の
関
心
が
高
ま
る
中
、
総
務
省
で

は
、
応
募
者
の
裾
野
を
さ
ら
に
広
げ
、
よ
り

多
く
の
方
に
各
自
治
体
の
募
集
に
応
募
し
て

も
ら
え
る
よ
う
、
令
和
６
年
度
か
ら
、
年
代

や
居
住
地
等
に
よ
り
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
っ
た

戦
略
的
広
報
を
実
施
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ご
と
に
異
な
る
メ
デ
ィ
ア

媒
体
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
応
募
を
検
討
す
る

方
へ
制
度
へ
の
疑
問
や
不
安
を
解
消
す
る

よ
う
な
情
報
発
信
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

実
際
の
隊
員
や
隊
員
経
験
者
の
生
の
声
を
、

地域おこし協力隊の定住状況等に係る調査結果概要（令和７年4月公表）
平成31年４月１日～令和６年３月31日までの直近５年間（平成31～令和5年度）に任期終了した地域おこし協力隊員の定住状況等について調査を実施。

（調査時点︓令和６年５月１日）

任期終了後、およそ69％の隊員が同じ地域に定住 同一市町村内に定住した者は4,477人
うち、約46％(2,077人)が起業、約34％(1,542人)が就業

任期終了後定住した隊員の動向（直近５年に任期終了し、定住した隊員（4,477人）の動向）

 飲食サービス業（古民家カフェ、農家レストラン 等）・・・２７９名
 美術家（工芸含む）、デザイナー、写真家、映像撮影者・・・２０３名
 宿泊業（グストハウス、農家民宿 等）・・・１８７名
 小売業（パン屋、ピザの移動販売、農作物の通信販売 等）・・・１７２名
 観光業（ツアー案内、日本文化体験 等）・・・１２２名
 ６次産業（猪や鹿の食肉加工・販売 等）・・・１００名
 まちづくり支援業（集落支援、地域ブランドづくりの支援 等）・・・８０名

起業
 行政関係（自治体職員、職員、集落支援員 等）・・・３６３名
 観光業（旅行業・宿泊業 等）・・・１５３名
 農林漁業（農業法人、農林組合 等）・・・１３６名
 地域づくり・まちづくり支援業・・・１１３名
 医療・福祉業・・・６４名
 教育業・・・５９名
 製造業・・・５２名
 小売業・・・５１名
 ６次産業（生産・加工・販売全て）・・・４５名

就業

 農業・・・４２８名
 林業・・・５２名
 畜産業・・・１６名
 漁業・水産業・・・１３名

就農・就林等

 伝統工芸の承継、民宿の承継 等・・・５５名

事業承継

他の地域に転出
1,893人（23.5%）

活動地の
近隣市町村内に定住

1,062人（13.2%）

活動地と
同一市町村内に定住

4,477人（55.7%）

不明
549人（6.8%） 同じ地域に定住

5,539人（ 68.9％）

その他
53人（0.7%）

合計=8,034人

うち、212人が活動地と関わりの
ある地域協力活動に従事

合計=4,477人

就業
1,542人（34.4％）

起業
2,077人 (46.4％)

事業承継
55人（1.2％）

その他
147人（3.3％） 不明

131人（2.9％）

就農・就林
525人（11.7％）

※円グラフの構成値は四捨五入しているため、
合計が100％にならないことがある。

（活動地と同一市町村内に定住した隊員数）

令和７年度地域力創造施策について令和７年度地域力創造施策について
（地域おこし協力隊）（地域おこし協力隊）

総務省地域自立応援課　課長補佐　藤岡　茉耶総務省地域自立応援課　課長補佐　藤岡　茉耶

第3332号5　2025年（令和 7年） 9月 8日
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Instagram

を
中
心
と
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
常
時

発
信
し
て
い
る
。
ま
た
、令
和
７
年
度
に
は
、

総
務
省
主
催
で
の
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
も

東
京
と
大
阪
で
計
３
回
実
施
を
予
定
し
て
い

る
。

⑵
自
治
体
へ
の
サ
ポ
ー
ト
強
化

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
活
用
し
よ
う
と
す

る
自
治
体
に
お
い
て
は
、
募
集
や
受
入
れ
体

制
の
整
備
、
隊
員
へ
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
隊

員
が
地
域
で
ス
ム
ー
ズ
に
活
動
で
き
る
よ

う
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
が
必
要
と

な
る
。
各
自
治
体
の
職
員
が
制
度

の
運
用
に
あ
た
っ
て
直
面
す
る
課

題
の
解
決
を
支
援
す
る
た
め
、
総

務
省
で
は
、令
和
５
年
度
か
ら「
地

域
お
こ
し
協
力
隊
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

派
遣
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。

自
治
体
か
ら
の
求
め
に
応
じ
、
協

力
隊
経
験
者
や
有
識
者
、
先
進
自

治
体
の
職
員
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
派
遣
し
、
募
集
か
ら
定
住
支

援
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対

応
し
て
い
る
。
令
和
７
年
度
か
ら

は
、
１
回
当
た
り
の
派
遣
時
間
を

さ
ら
に
拡
充
し
た
ほ
か
、
新
た
に

隊
員
を
募
集
し
よ
う
と
す
る
自
治

体
に
対
し
て
、
案
件
組
成
か
ら
募

集
要
項
の
作
成
、
受
入
れ
体
制
の

整
備
ま
で
を
一
貫
し
て
伴
走
支
援

す
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
型
も
創
設
し
た
。

さ
ら
に
、
自
治
体
の
募
集
支
援
に
関
し
て

は
、
総
務
省
で
は
、
各
自
治
体
が
隊
員
の
募

集
を
行
う
際
に
係
る
経
費
に
対
し
て
特
別
交

付
税
措
置
を
講
じ
て
お
り
、
令
和
７
年
度
か

ら
は
、
措
置
上
限
額
を
３
０
０
万
円
か
ら
３

５
０
万
円
に
引
き
上
げ
て
い
る
。そ
の
ほ
か
、

応
募
前
に
協
力
隊
の
活
動
を
短
期
間
で
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
る
「
お
た
め
し
地
域
お
こ

し
協
力
隊
」
や
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
イ
ン

タ
ー
ン
」
に
対
し
て
も
特
別
交
付
税
措
置
を

講
じ
て
い
る
。

ま
た
、
制
度
を
活
用
す
る
自
治
体
職
員
が

参
照
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
の
各
自
治
体

に
お
け
る
運
用
か
ら
得
ら
れ
た
知
見
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
集
約
し
た
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
取

組
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
」
を
令
和
７
年
３
月
に
公

表
し
て
い
る
た
め
、
特
に
初
め
て
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
担
当
す
る
職
員
に
は
、「
地
域

お
こ
し
協
力
隊
推
進
要
綱
（
令
和
７
年
３
月

21
日
改
正
）」、「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
関

す
る
よ
く
あ
る
質
問
（
Ｆ
Ａ
Ｑ
）」
と
合
わ

せ
て
、
ぜ
ひ
確
認
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑶
隊
員
へ
の
サ
ポ
ー
ト
強
化

地
域
の
外
か
ら
や
っ
て
き
た
地
域
お
こ
し

協
力
隊
員
が
地
域
で
活
躍
し
、
そ
の
後
も
定

着
し
て
い
く
た
め
に
は
、
隊
員
の
孤
立
を
防

ぎ
、
そ
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
整
備

が
不
可
欠
と
な
る
。
総
務
省
で
は
、
自
治
体

が
、
外
部
の
力
も
活
用
し
な
が
ら
こ
う
し
た

サ
ポ
ー
ト
体
制
が
整
備
で
き
る
よ
う
、
地
域

と
の
つ
な
が
り
づ
く
り
や
日
々
の
相
談
体
制

の
整
備
、
隊
員
向
け
の
研
修
の
実
施
な
ど
を

地
域
お
こ
し
協
力
隊
経
験
者
等
に
委
託
す
る

た
め
の
経
費
（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の

日
々
の
サ
ポ
ー
ト
に
要
す
る
経
費
）
に
つ
い

て
、
一
団
体
当
た
り
２
０
０
万
円
を
上
限
に

特
別
交
付
税
措
置
を
講
じ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
隊
員
が
全
国
の
隊
員
や
隊
員
経

験
者
と
つ
な
が
り
、
活
動
に
役
立
つ
情
報
や

知
己
を
得
る
た
め
の
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
以
下
「
全
国
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
と
い
う
。）
を
令
和
６
年
２
月

に
立
ち
上
げ
て
お
り
、
同
年
７
月
に
は
、
取

組
自
治
体
や
都
道
府
県
単
位
で
の
経
験
者

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以
下
「
都
道
府
県
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
と
い
う
。）
の
関
係
者
も
含
め
、

会
員
同
士
の
交
流
の
場
や
取
組
に
役
立
つ
情

報
を
提
供
す
る
会
員
専
用
の
オ
ン
ラ
イ
ン
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
運
用
を
開
始
し
て
い

る
。
同
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
は
、
交
流
用

掲
示
板
や
、
自
治
体
向
け
、
隊
員
向
け
の
オ

ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
や
情
報
コ
ラ
ム
、
総
務

省
主
催
の
研
修
ア
ー
カ
イ
ブ
が
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
都
道
府

県
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
材
へ
の
支

援
も
目
的
と
し
て
お
り
、
令
和
７
年
度
は
、

都
道
府
県
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
関
係
者
が
制
度
理

解
を
深
め
、
隊
員
へ
の
支
援
ノ
ウ
ハ
ウ
を
得

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
研
修
を
実
施
し
て
い

る
（
計
４
回
）。
都
道
府
県
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
つ
い
て
は
、
そ
の
設
立
や
運
営
に
対
す
る

伴
走
支
援
も
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

令
和
７
年
６
月
時
点
で
計
42
の
道
府
県
で
都

道
府
県
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
設
立
さ
れ
て
い

る
。そ

の
ほ
か
、
令
和
７
年
度
か
ら
は
、
地
域
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お
こ
し
協
力
隊
員
の
活
動
に
要
す
る
経
費
に

対
す
る
特
別
交
付
税
措
置
の
う
ち
報
償
費
等

に
係
る
措
置
（
隊
員
１
人
あ
た
り
上
限
３
２

０
万
円
）
に
つ
い
て
、
上
限
額
を
３
５
０
万

円
ま
で
に
引
き
上
げ
る
ほ
か
、
Ｊ
Ｅ
Ｔ
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
終
了
し
た
者
が
、
同
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
お
け
る
活
動
地
域
と
同
じ
市
町
村
で
引
き

続
き
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
な
れ
る
よ
う
、

地
域
要
件
の
緩
和
を
行
う
な
ど
、
さ
ら
な
る

制
度
の
拡
充
を
行
っ
て
い
る
。

３３
　　��

町
村
に
お
い
て
特
に
取
り
組
ん

町
村
に
お
い
て
特
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
こ
と

で
い
た
だ
き
た
い
こ
と

⑴�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
既
に
活
用
し
て
い

る
町
村
に
つ
い
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
用
に
あ
た
っ
て

は
、
隊
員
・
地
域
の
方
・
自
治
体
の
三
者
間

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
極
力
な
く
す
た
め
の
環
境

整
備
が
重
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
受

入
前
の
入
念
な
準
備
や
、
三
者
間
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
鍵
と
な
る
た
め
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
を
活
用
し
て
い
る
町
村
に

お
い
て
は
、
ぜ
ひ
以
下
の
三
点
に
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

①　

�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
制
度
の
趣
旨
や
内

容
、
制
度
の
導
入
目
的
や
隊
員
の
具
体

的
な
活
動
内
容
に
つ
い
て
、
あ
ら
か
じ

め
地
域
住
民
や
受
入
団
体
、
首
長
も
含

め
た
庁
内
関
係
者
で
認
識
を
共
有
し
て

お
く
こ
と
（
こ
れ
ら
に
必
要
な
説
明
会

や
研
修
に
つ
い
て
は
、
上
述
の
募
集
等

経
費
へ
の
特
別
交
付
税
措
置
が
活
用
可

能
）

②　

�

隊
員
と
地
域
関
係
者
と
自
治
体
職
員
の

三
者
で
定
期
的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
と
っ
て
隊
員
の
状
況
を
把
握
し
、

必
要
に
応
じ
て
活
動
内
容
等
の
見
直
し

を
行
う
こ
と

③　

�

隊
員
が
着
任
し
た
際
、
活
動
経
費
の
取

扱
い
や
行
政
に
お
け
る
予
算
の
仕
組
み

に
つ
い
て
隊
員
に
丁
寧
に
説
明
す
る
こ

と
こ
れ
ら
を
実
施
す
る
際
は
、
自
治
体
職
員

だ
け
で
抱
え
こ
ま
ず
、
都
道
府
県
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
は
じ
め
と
し
た
中
間
支
援
組
織
の

力
も
借
り
る
こ
と
で
、
自
治
体
職
員
の
負
担

を
少
な
く
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
総
務
省
に
お
い
て
も
、
隊
員
の
ス

テ
ー
ジ
や
活
動
内
容
に
応
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な

研
修
を
実
施
し
て
い
る
た
め（
初
任
者
研
修
、

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
、活
動
分
野
別
研
修
、

起
業
・
事
業
化
研
修
）、
自
治
体
単
独
で
の

フ
ォ
ロ
ー
が
難
し
い
場
合
は
、
隊
員
に
積
極

的
な
受
講
を
促
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

⑵�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
活
用
し
て
い
な
い

町
村
に
つ
い
て

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
、
そ
の
地
域
の
実

情
に
応
じ
て
、
多
様
な
地
域
課
題
解
決
に
対

し
て
活
用
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
の

担
い
手
が
不
足
す
る
中
で
、
地
域
住
民
と
と

も
に
地
域
課
題
に
取
り
組
む
新
た
な
担
い
手

を
外
部
か
ら
呼
び
込
み
、
地
域
に
新
し
い
風

を
吹
き
込
み
た
い
場
合
に
は
、
ぜ
ひ
積
極
的

に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
導
入
を
検
討
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
他
自
治
体
に
お
け
る
地
域

お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、

上
述
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
Ｈ
Ｐ
で
活
動

分
野
別
の
事
例
検
索
が
可
能
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
活
用
を
検
討
す
る
際
は
ぜ
ひ
参
照
し

て
い
た
だ
き
た
い
。（
事
例
検
索
ペ
ー
ジ
に

つ
い
て
は
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参
照
）

ま
た
、
こ
れ
ま
で
制
度
を
活
用
し
た
こ
と

が
な
い
場
合
や
、
近
年
活
用
を
し
て
い
な

か
っ
た
た
め
に
、
活
用
を
し
た
く
て
も
何
か

ら
始
め
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
場
合
は
、
上

述
の「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」

を
活
用
い
た
だ
く
こ
と
で
、
企
画
か
ら
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
整
備
ま
で
、
豊
富
な
経
験
を

持
つ
有
識
者
の
伴
走
支
援
を
受
け
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
た
め
、
ぜ
ひ
活
用
を
い
た
だ
き

た
い
。

制
度
創
設
以
降
、
令
和
６
年
３
月
末
ま
で

に
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
の
任
期
を
満

了
し
た
隊
員
は
、
累
計
で
１
２
、
６
８
２
人

に
上
る
（
注
１
）。
こ
れ
ほ
ど
多
く
の
隊
員
が
地

域
で
受
け
入
れ
ら
れ
、
ま
た
、
定
住
を
選
ん

だ
隊
員
が
少
な
く
な
い
こ
と
の
裏
に
は
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
員
一
人
一
人
の
思
い
や
人

生
と
真
摯
に
向
き
合
っ
て
き
た
多
く
の
自
治

体
、
地
域
関
係
者
の
方
が
い
た
か
ら
こ
そ
だ

と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
方
々
へ
の
敬
意

と
感
謝
を
申
し
上
げ
て
、
本
稿
の
結
び
と
し

た
い
。

（
注
１
）�

令
和
６
年
度
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

定
住
状
況
等
に
係
る
調
査
結
果
（
令

和
７
年
４
月
４
日
総
務
省
地
域
力
創

造
グ
ル
ー
プ
地
域
自
立
応
援
課
）�

（
注
２
）�

令
和
５
年
度
に
お
け
る
移
住
相
談
に

関
す
る
調
査
結
果
（
移
住
相
談
窓
口

等
に
お
け
る
相
談
受
付
件
数
等
）（
令

和
６
年
11
月
22
日
総
務
省
地
域
力
創

造
グ
ル
ー
プ
地
域
自
立
応
援
課
）

【
参
考
】�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
公
式　

Instagram

 　【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

�

総
務
省
地
域
力
創
造
グ
ル
ー
プ
地
域
自
立

応
援
課

Ｔ
Ｅ
Ｌ
：
０
３
―５
２
５
３
―５
３
９
４
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（第三種郵便物認可）町 村 週 報

ヴ
ィ
ク
ト
ワ
ー
ル
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ブ
ラ
ン
・
村
男
Ⅲ
世

ヴ
ィ
ク
ト
ワ
ー
ル
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ブ
ラ
ン
・
村
男
Ⅲ
世

町 村 週 報8　令和0年0月0日 （第三種郵便物認可） 第0000号

ご当地自慢のおいしいものや伝統行事を身にまとい、
体を張ってPRしているご当地キャラたちを紹介するコーナーです。
今回は、中ブロック（北信・東海・近畿）からピックアップ。

特産品だけじゃない！
文化・歴史を身にまとって観光大使 !!

　

2
0
2
3
年
7
月
〜
10
月
に
筑
北
村
で
開

催
し
た
「
推
し
神
仏
探
し
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
」

の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
登
場
し
ま
し
た
が
、

大
変
好
評
だ
っ
た
た
め
、名
前
を
一
般
公
募
し
、

村
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
認
定
さ
れ
ま

し
た
。「
天
舞
く
ん
」
は
、
村
内
の
修
那
羅
山

に
安や

す

宮み
や

神
社
を
開
い
た
と
さ
れ
る
山
伏
で
、
多

く
の
人
に
慕
わ
れ
た
「
修し

ょ

那な

羅ら

大だ
い

天て
ん

武ぶ

」
が
モ

チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
ち
く
に
ゃ

ん
」
は
、
蚕
を
ね
ず
み
か
ら
守
る
「
猫
神
様
に

な
り
た
い
ネ
コ
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
お
り
、

「
猫
神
様
」
の
石
造
の
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
い
ま

す
。
2
体
と
も
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
誕
生

し
た
翌
年
、
2
0
2
4
年
11
月
3
日
に
筑
北
村

役
場
で
開
催
さ
れ
た
「
筑
北
村
商
工
祭
」
で
着

ぐ
る
み
が
お
披
露
目
と
な
り
、
以
降
、
村
内
の

イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
し
、
筑
北
村
の
P
R
活
動

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

白
馬
ス
キ
ー
伝
来
1
0
0
年
に
合
わ
せ
、

白
馬
村
の
魅
力
を
全
国
に
発
信
す
る
た
め
に

誕
生
し
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
。
2
0
1
2
年
11

月
23
日
に
デ
ザ
イ
ン
が
決
定
し
、
名
前
は
公

募
の
結
果
、
応
募
総
数
8
4
5
点
の
中
か
ら

選
ば
れ
ま
し
た
。「
真
っ
赤
な
唇
」
が
チ
ャ
ー

ム
ポ
イ
ン
ト
で
、
背
中
の
羽
は
お
手
製
な
の

で
空
は
飛
べ
な
い
の
だ
と
か
。
な
お
、「
ヴ
ィ

ク
ト
ワ
ー
ル
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ブ
ラ
ン
」
と
は
、

フ
ラ
ン
ス
語
で
「
勝
利
の
白
馬
」
を
意
味
し

ま
す
。
2
0
1
3
年
2
月
8
日
、
白
馬
岩
岳

ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で
開
催
さ
れ
た
「
2
0
1
3

岩
岳
感
謝
祭
」
に
て
、
着
ぐ
る
み
が
お
披
露

目
さ
れ
、
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
名
前
が

長
い
た
め
、
な
か
な
か
覚
え
て
も
ら
え
ず
、

表
情
に
乏
し
く
真
顔
な
の
で
、
や
る
気
が
な

さ
そ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
将
来
村
長

に
な
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
ほ
ど
、
白
馬
村

の
愛
と
平
和
を
願
っ
て
い
る
「
ヴ
ィ
ク
ト
ワ
ー

ル
・
シ
ュ
ヴ
ァ
ル
ブ
ラ
ン
・
村
男
Ⅲ
世
」
で
す
。

ペ
ガ
サ
ス
座
流
星
群
出
身
。
の
ん
び
り
屋
で
、
怒
る
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。
ス
キ
ー
は
得
意
だ
が
、
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
は
最
近
始
め

た
ば
か
り
。
地
酒
、
粉
も
ん
が
好
物
。
温
泉
好
き
で
、
一
度
入
っ

た
ら
2
時
間
は
出
て
こ
な
い
。
好
き
な
言
葉
は
「
ガ
ン
バ
」。

昔々、若狭町にある三方五湖の近くに住んでいた、
平太夫と助太夫が育てた梅の木から実る梅は、とて
も美味しく評判で、「福井梅」はその梅の木が発祥
と言われている。「ふくい梅じい（写真左）」は、そ
の梅の木に宿った梅の仙人で、「わかさ梅ぼう（写
真右）」は、青梅の収穫の時期になると現れる青梅
の妖精。

天舞くん（写真左）：3月3日生まれ。
ついつい世のため人のために尽くし
てしまう性格。そばとねぎが好物。
ちくにゃん（写真右）：2月22日生ま
れ。とっても人懐っこく、いつも猫
神様の石造の帽子をかぶっている。
やしょうま（米粉で作った郷土のお
菓子）が好物。

　

福
井
県
内
各
地
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
特
産

品
の
「
福
井
梅
」。
そ
の
約
8
割
は
若
狭
町
内

で
生
産
さ
れ
て
い
て
、
特
に
、
三
方
五
湖
周
辺

で
栽
培
さ
れ
て
い
る
約
7
万
本
の
梅
の
木
か

ら
収
穫
さ
れ
て
い
ま
す
。「
福
井
梅
」
の
消
費

拡
大
と
、「
福
井
梅
」
の
産
地
の
活
性
化
を
図

る
た
め
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
2
0
1
2
年

3
月
に
誕
生
し
た
の
が
、「
ふ
く
い
梅
じ
い
」

と
「
わ
か
さ
梅
ぼ
う
」
で
す
。
梅
の
初
出
荷
式

や
皇
室
献
上
選
果
式
、
梅
ま
つ
り
等
、
若
狭
町

内
で
開
催
さ
れ
る
梅
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
か
な
ら

ず
出
席
し
ま
す
。「
福
井
梅
」
の
P
R
が
主
軸

で
は
あ
り
ま
す
が
、
県
外
で
の
若
狭
町
P
R
イ

ベ
ン
ト
に
も
参
加
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
福

井
梅
」
の
P
R
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、
若
狭
町
の

魅
力
発
信
も
担
う
「
ふ
く
い
梅
じ
い
」
と
「
わ

か
さ
梅
ぼ
う
」。
こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

む
ら 

お 

さ
ん 

せ
い

う
め

て
ん
　  

ま

う
め

※
猫
神
様
の
石
造
の
帽
子
は
ペ
ー

パ
ー
ク
ラ
フ
ト
と
し
て
村
の
W
e
b

サ
イ
ト
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

ふ
く
い
梅
じ
い
＆
わ
か
さ
梅
ぼ
う

ふ
く
い
梅
じ
い
＆
わ
か
さ
梅
ぼ
う

天
舞
く
ん
・
ち
く
に
ゃ
ん

天
舞
く
ん
・
ち
く
に
ゃ
ん

Vol.175

福
井
県
若わ

か

狭さ

町ち
ょ
う

長
野
県
白は

く

馬ば

村む
ら

長
野
県
筑ち

く

北ほ
く

村む
ら

次
回
は
、西
ブ
ロ
ッ
ク（
中
国
・
四
国
・
九
州・
沖
縄
）か
ら
ご
紹
介
し
ま
す

筑
北
村
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

福
井
梅
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

白
馬
村
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

中
ブ
ロ
ッ
ク

長野県白馬村
長野県筑北村

福井県若狭町
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車両共済（保険）のご案内車両共済（保険）のご案内
（一般自動車保険の車両保険）

〈車両保険引受保険会社〉損害保険ジャパン株式会社

SJ23-05507（2023.8.1作成）

●「車両共済（保険)制度」は、全国町村職員生活協同組合と損害保険ジャパン株式会社とが集団扱契約を締結し、実施しているものです。

集団扱としてご契約いただけるのは、保険契約者および被保険者が損保ジャパンの定める条件を満たす場合のみとなります。
詳細については、取扱代理店（千里）までお問い合わせください。

●お見積りのご請求・お申込み・お問い合わせなどは、下記までご連絡ください●

03-3519-7325
0120-731-087
（受付時間：祝日、年末年始を除く月～金　午前9時30分～午後5時）

FAX
TEL

株式会社　千 里（取扱代理店）
〒100-0014  東京都千代田区永田町1-11-32  全国町村会館西館内
●ホームページアドレス　https://www.chisato-ag.co.jp/

この車両共済（保険）は、町村生協の自動車共済で補償する対人賠償、対物賠償、限定
搭乗者傷害等に加え「ご自身のおクルマの補償（車両保険）」を追加する制度です。
お車が衝突した場合や台風 ・ いたずら ・ 盗難など偶然な事故で損害を被ったときに、
共済（保険）金をお支払いします。

お電話の際には、車検証をお手元にご用意ください

割安！充実の補償を安い保険料でご提供します。

自動車共済で過去3年間以上無事故で、今回新たに車両共済（保険）に加入する場合、

9等級（44％割引）・事故有期間0年からスタートすることができます。
また、一括払でご契約の場合にはさらに5％割引（集団扱年一括払による割引）となります。
（注1）お車ごとの無事故実績に基づいて等級を決定します。
（注2）他社からの移行の場合は、他社の等級を継承します。（一部、引き継ぎできない共済があります。）
（注3）等級継承が可能な期間は、前契約の解約日または満了日の翌日から起算して7日以内となります。

保 険 料 自動車共済で過去3年間以上無事故の場合、44％割引
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地
図
で
見
る
と
四
国
の
左
下
の
あ
た
り

に
、
愛
媛
と
高
知
の
県
境
を
越
え
て
走
る

「
予
土
線
」
と
い
う
Ｊ
Ｒ
四
国
の
ロ
ー
カ

ル
線
が
あ
り
ま
す
。
伊
予
の
「
予
」
と
土

佐
の
「
土
」
が
名
前
の
由
来
の
こ
の
予
土

線
は
、
日
本
最
後
の
清
流
四
万
十
川
と
そ

の
支
流
広
見
川
に
沿
っ
て
、
宇
和
島
市
の

「
宇
和
島
駅
」
か
ら
鬼
北
町
、
松
野
町
、

四
万
十
市
を
経
由
し
て
四
万
十
町
の
「
窪

川
駅
」
ま
で
、
延
長
約
76
㎞
の
間
に
20
の

駅
が
あ
る
単
線
で
非
電
化
の
路
線
で
す
。

非
電
化
な
の
で
、
走
っ
て
い
る
の
は
電

車
で
は
な
く
て
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
で

動
く
汽
車
、
そ
れ
も
レ
ト
ロ
感
あ
ふ
れ
る

マ
ッ
チ
箱
の
よ
う
な
１
両
だ
け
の
車
両

で
、
朝
夕
は
沿
線
の
高
校
に
通
学
す
る
学

生
で
比
較
的
混
雑
し
て
い
ま
す
が
、
日
中

は
の
ん
び
り
ゆ
っ
た
り
、
車
窓
の
景
色
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ち
な
み
に
高
校
生
た
ち
は
、
予
土
線
で

通
学
す
る
こ
と
を
「
汽
車
通
」
と
言
っ
て

い
ま
す
が
、
都
会
で
「
汽
車
通
」
と
言
う

と
「
Ｓ
Ｌ
で
学
校
行
っ
て
い
る
の
？
」
と

誤
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

私
も
高
校
生
だ
っ
た
頃
、
ほ
ぼ
毎
日
こ

の
予
土
線
で
、
松
野
町
か
ら
高
校
の
あ
る

宇
和
島
市
ま
で
汽
車
通
を
し
て
い
ま
し

た
。
往
復
約
２
時
間
、
３
年
間
の
通
算
で

は
な
ん
と
千
数
百
時
間
も
予
土
線
の
車
内

で
過
ご
し
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
４
人
掛

け
の
ボ
ッ
ク
ス
席
で
同
級
生
た
ち
と
く
だ

ら
な
い
話
を
し
た
り
、
膝
の
上
に
カ
バ
ン

を
置
い
て
ト
ラ
ン
プ
を
し
た
り
、
ノ
ー
ト

を
借
り
て
や
っ
て
い
な
か
っ
た
宿
題
を
写

し
た
り
と
い
う
記
憶
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

今
に
な
っ
て
振
り
返
る
と
、
青
春
時
代
の

貴
重
な
時
間
を
浪
費
し
て
し
ま
っ
た
な
、

も
っ
と
有
意
義
な
過
ご
し
方
が
あ
っ
た
の

か
な
と
少
し
後
悔
し
て
い
ま
す
が
、
汽
車

の
中
で
新
し
い
友
達
が
で
き
た
り
、
車
窓

か
ら
の
四
季
折
々
の
景
色
に
癒
さ
れ
た

り
、
予
土
線
に
は
思
い
出
が
い
っ
ぱ
い
詰

ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
頃
の
予
土
線
は
、
今
よ
り
ず
っ
と

多
く
の
お
客
さ
ん
が
乗
っ
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
の
よ
う
な
通
学
の
高
校
生
だ
け
で

な
く
、
高
知
県
側
か
ら
宇
和
島
市
内
に
通

勤
す
る
会
社
員
も
多
く
、
朝
の
ピ
ー
ク
の

時
間
に
は
な
ん
と
６
両
編
成
の
列
車
が
運

行
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
座
席
は

満
員
で
立
っ
て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま

し
た
。
ま
さ
し
く
、
伊
予
と
土
佐
を
結
ぶ

大
動
脈
と
し
て
、
地
域
の
経
済
や
生
活
を

支
え
て
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
の
予
土
線
が
今
、
存
続
の
危
機
に
瀕

し
て
い
ま
す
。
確
か
に
、
沿
線
の
５
市
町

は
ど
こ
も
人
口
が
減
少
し
、
中
で
も
一
番

の
お
得
意
さ
ん
で
あ
る
高
校
生
の
数
が
激

減
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
道
路
の
改
良
整

備
が
進
み
自
家
用
車
の
使
用
が
当
た
り
前

に
な
っ
て
、
あ
え
て
予
土
線
を
移
動
手
段

に
す
る
必
要
性
が
な
く
な
っ
た
の
で
、
か

つ
て
の
よ
う
な
混
雑
ぶ
り
は
見
ら
れ
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
要
因
か
ら
、
予
土
線
で

百
円
の
収
入
を
得
る
た
め
に
は
千
七
百
円

の
費
用
が
か
か
る
と
の
数
字
も
出
て
い
ま

す
。
他
の
Ｊ
Ｒ
各
社
や
大
手
私
鉄
に
比
べ

て
資
本
力
が
乏
し
く
、
新
幹
線
と
い
う
収

益
の
柱
を
持
た
な
い
Ｊ
Ｒ
四
国
に
と
っ

て
、
予
土
線
の
維
持
は
大
き
な
負
担
に

な
っ
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
し
ょ
う
。

し
か
し
予
土
線
は
、
高
校
生
に
と
っ
て

は
替
え
の
利
か
な
い
通
学
手
段
で
あ
る
と

同
時
に
、
四
国
を
循
環
す
る
鉄
道
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
一
部
で
、
そ
の
環
が
ど
こ
か
で

切
れ
て
し
ま
う
と
全
体
の
利
用
価
値
が
低

下
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
世
界
的
に

脱
炭
素
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
る
中
、

バ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
手
不
足
や
交
通

渋
滞
が
頻
発
し
て
い
る
状
況
で
、
環
境
に

や
さ
し
く
安
全
、
時
間
に
正
確
な
大
量
輸

送
の
手
段
で
あ
る
鉄
道
は
、
今
後
存
在
価

値
が
見
直
さ
れ
る
は
ず
で
す
。

加
え
て
、
予
土
線
の
車
窓
か
ら
の
四
万

十
川
や
広
見
川
と
そ
の
周
り
に
広
が
る
森

林
や
田
園
の
風
景
は
、
全
国
の
ど
こ
の
路

線
に
も
負
け
な
い
癒
や
し
の
空
間
で
あ

り
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
か
ら
の
評
価
も
年
々

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
沿
線
５
市
町

が
有
す
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
特
産
品
、
歴

史
文
化
、
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
資
源
を
連
携
、
循
環
さ
せ
る

ツ
ー
ル
と
し
て
の
役
割
も
有
し
て
い
る
な

ど
、そ
の
可
能
性
は
無
限
だ
と
思
い
ま
す
。

昨
年
、
予
土
線
が
全
線
開
通
し
て
か
ら

50
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、

人
や
物
の
移
動
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
文

化
や
生
活
も
支
え
て
き
た
予
土
線
を
、
経

営
効
率
の
面
だ
け
で
廃
止
を
議
論
し
て
も

い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
Ｊ
Ｒ
予
土
線
は
、

ま
た
鉄
道
は
、
輸
送
イ
ン
フ
ラ
の
基
幹
と

し
て
国
が
主
体
的
に
整
備
し
て
き
た
も
の

で
す
。
私
は
、
国
道
・
県
道
・
市
町
村
道

に
そ
れ
ぞ
れ
役
割
分
担
が
あ
る
よ
う
に
、

四
国
循
環
路
線
の
一
部
で
あ
る
予
土
線

は
、
国
の
交
通
施
策
の
根
幹
と
し
て
、
国

が
維
持
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

予
土
線
が
ひ
と
た
び
廃
止
に
な
れ
ば
、

二
度
と
復
活
で
き
ま
せ
ん
。
半
世
紀
を
越

え
て
伊
予
と
土
佐
を
結
び
、
地
域
の
貴
重

な
宝
に
な
っ
て
い
る
予
土
線
を
私
た
ち
の

時
代
に
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に
、
予
土
線

の
線
路
を
未
来
に
つ
な
い
で
い
く
た
め

に
、
全
国
か
ら
の
ご
支
援
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

線
路
は
続
く
よ
　
い
つ
ま
で
も

坂さ
か

本も
と

　
浩ひ

ろ
し

愛
媛
県
松ま

つ

野の

町
長
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